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と推察されており 1),	7)，このような場所を中心に探

索をおこなった．陸上の探索には小型の園芸用クマ

デ（長さ：約 30cm）を使用し，倒木や岩を裏返し

その下面に潜んでいる個体を発見するように努め

た．また流水域については，水中の岩や流木の陰

を探索したほか，補足的にタモ網（目合い：5mm）

を使用し，幼生等が生息していないか調べた．

アカイシサンショウウオが確認された場合には，

可能な限り現場で体サイズを測定し，写真を撮影し

た．捕獲された個体については，便宜的に成体（全

長 100㎜以上），亜成体（全長 60mm ～ 100㎜），幼

体（全長 60㎜未満）に区分して記録し，幼体の一

部を除くほとんどの個体については今後における飼

育・繁殖技術の開発のため長野市茶臼山動物園の飼

育施設に収容した．

３．結果および考察

調査期間中に延べ 20 日間の調査をおこない，ア

カイシサンショウウオを 39 個体（成体 13 個体，

亜成体 8 個体，幼体 18 個体），ヒダサンショウウオ

Hinobius	kimurae を１個体確認することができた（表

１）．これらのうちアカイシサンショウウオ 19 個体

については飼育施設に収容した（各部位の計測値に

１．はじめに

アカイシサンショウウオ Hynobius	katoi は 2004

年に新種として記載 1) された小型サンショウウオ

で，静岡県と長野県にまたがる赤石山脈南端の極め

て狭い範囲に分布する 2) ～ 8)．本種の生息環境は標

高 500 ～ 1,200m の山地森林帯であるが，生息地付

近での道路建設，森林伐採，河川改修，愛好者等に

よる捕獲が本種の存続を脅かす要因とされ，環境省

レッドリスト 7) や静岡県レッドデータブック 2) では

絶滅危惧 IB 類，長野県レッドリスト 8) で絶滅危惧

IA 類とされる．しかしながら，これまでに野外で

本種の卵や幼生が確認された事例はなく，分布や生

活史の詳細について依然として不明な点が多い 7)．

そこで，本研究では捕獲実績のある生息地 9) におい

て年間を通じた調査を実施し，本種の季節的な出現

様式を明らかにすることを目的におこなった．	

２．調査地と方法

調査は 2014 年 9 月～ 2015 年 12 月に長野県飯

田市（旧南信濃村）の遠山川支流の小嵐川および池

口川の各調査地 9) を中心に実施した（図１）．本種

は４～５月上旬に小規模な渓流域において産卵する
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で，小渓流の上流から源流にあたる礫の多い斜面で

あった．池口川と小嵐川支流の確認地点は表流水の

ある沢の数十 m 以内の場所であったが，小嵐川源

流では沢型地形が発達している場所ではあるが少

なくとも数十 m 以内に表流水を確認することはで

きなかった．成体・亜成体のほとんどは直径 20 ～

50cm 程度の岩石や倒木の下で発見されたが，幼体

についてはそれより小さい礫や落葉の堆積下部から

発見されることもあった．発見されたときの動きは

概ね緩慢であったが，6 月～ 8 月の夏季においては，

礫の隙間に素早く逃げ込む行動がみられた．

前回 9) に続き今回の調査でも野外でアカイシサン

ショウウオの卵嚢や幼生を確認することはできな

かった．形態・遺伝的な類似性が指摘される 10),	11)

コガタブチサンショウウオHynobius	yatsui は 4 月か

ら 5 月にかけて伏流水のある渓岸の地下（約 15cm

ついては表 2 を参照）．サンショウウオ以外の両生・

爬虫類としては，ニホンアマガエル Hyla	japonica，

ヤマアカガエル Rana	ornativentris，タゴガエル Rana	

tagoi	tagoi， カ ジ カ ガ エ ル	Buergeria	buergeri， ジ

ムグリ Elphe	conspicillata， ニホンマムシ Gloydius	

blomhoffi，タカチホヘビ Achalinus	spinalis，ニホンカ

ナヘビ Takydromus	tachydromoides，ニホントカゲ	

Eumeces	latiscutatus が確認された．

アカイシサンショウオが捕獲された時期は，4 月

下旬～ 10 月下旬であり，それ以外の時期には捕獲

することができなかった．冬季においては，地表の

倒木や石が凍結してその裏側を十分に探索できな

かったこともその一因と思われるが，この時期には

ミミズ類やヤスデ類のような他の土壌動物もほと

んど見ることができなかった．捕獲された場所は，

標高 600 ～ 900m の針広混交林あるいは広葉樹林

 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（モノクロ印刷） 

 

図１ アカイシサンショウウオが確認された環境（左上：小嵐川源流左岸、右上：

小嵐川源流右岸、左中：池口川、右中：小嵐川支流）ならびに確認個体（左下：成

体、右下：幼体）の例． 

 

図１　アカイシサンショウウオが確認された環境（左上：小嵐川源流左岸、右上：小嵐川源流右岸、左中：池口川、右中：小
嵐川支流）ならびに確認個体（左下：成体、右下：幼体）の例
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表１ 2014～2015年に池口川（標高700～800m），押出沢（同500～600m），小嵐川源流（同800～900m），
小嵐川支流（同 600～650m），小池沢（550～600m）の各流域で実施したアカイシサンショウオ探索
の概要．調査努力量は人数×時間(h）で表した．サンショウウオ類は太字（ｱｶｲｼ：アカイシサン
ショウウオ，ﾋﾀﾞ：ヒダサンショウウオ）． 
 

年.月.日 調 査 
流 域 

調 査 
努力量 

両生爬虫類の確認個体数（サンショウウオ類の

全長 TL）, 最寄りの流水水温など 
2014. 9.18 池口川 3 人×3h ｱｶｲｼ 幼体 1（TL 57mm）, ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ 1, ｼﾞﾑｸﾞ

ﾘ 1, ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ 1, 水温 15.0℃ 
2014.10.23 池口川 4 人×3h ｱｶｲｼ 幼体 1（TL 35mm）, 水温 9.2℃ 

： 押出沢 4 人×1h ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 1 
2014.12.25 池口川 4 人×4h 確認無し, 水温 1.8℃ 

2015. 1.28 池口川 1 人×2h 確認無し,  水温 1.0℃ 

2015. 2.19 池口川 2 人×3h 確認無し, 水温 0.1℃ 

2015. 3.24 池口川 4 人×2h 確認無し, 水温 3.0℃ 

： 小嵐川源流 4 人×1h 確認無し 

2015. 4.22 池口川 5 人×3h ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ 2, ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ 2, 水温 10.8℃ 

： 小池沢 5 人×3h ｼﾞﾑｸﾞﾘ 1, ﾆﾎﾝﾏﾑｼ 1, ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ 1 
2015. 4.24 小嵐川源流 4 人×2h ｱｶｲｼ 成体 3（TL 105～109mm） 

2015. 4.30 小嵐川源流 3 人×6h ｱｶｲｼ 亜成体 1（TL 90mm）,  同幼体 1（TL 
34mm） 

2015. 5. 1 池口川 3 人×1.5h 確認無し 

2015. 5.27 小嵐川源流 2 人×2h ﾋﾀﾞ 成体 1（TL 134mm） 

2015. 6.25 小嵐川源流 5 人×3h ｱｶｲｼ 成体 4（TL 116～126mm）, 同亜成体 1
（TL 87mm）, 同幼体 1（TL 37mm） 

2015. 7.22 小嵐川源流 4 人×4h ｱｶｲｼ 成体 1（TL 110mm）, 同亜成体 1（TL 
90mm） 

2015. 7.28 小嵐川源流 4 人×2h ｱｶｲｼ 成体 2（TL 113～115mm）,  同亜成体 4
（TL94～97mm）, ｼﾞﾑｸﾞﾘ 1 

： 小嵐川支流 4 人×0.5h ｱｶｲｼ 成体 1（TL 114mm）, ｼﾞﾑｸﾞﾘ 1, ﾀｶﾁﾎﾍﾋﾞ 1 
2015. 7.29 池口川 4 人×1.5h 確認無し 

： 小嵐川支流 4 人×0.5h ｱｶｲｼ 成体 1（TL 110mm） 
2015. 8.28 小嵐川源流 3 人×2h ｱｶｲｼ 成体 1（TL 101mm）, 同亜成体 1（TL 

95mm）, ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ 1 
2015. 9.19 小嵐川源流 4 人×3h ｱｶｲｼ 幼体 7（TL29～38mm, 1 尾未測定） 

2015. 9.20 小嵐川支流 4 人×0.8h 確認無し 

： 池口川 4 人×1h 確認無し 

2015.10.26 小嵐川源流 4 人×1.5h ｱｶｲｼ 幼体 7（TL30～35mm, 2 尾未測定） 

2015.12.18 小嵐川源流 3 人×3h 確認無し, 水温 10.6℃ 

 

表１　2014 ～ 2015 年に池口川（標高 700 ～ 800m），押出沢（同 500 ～ 600m），小嵐川源流（同 800 ～ 900m），小嵐川支流（同
600 ～ 650m），小池沢（550 ～ 600m）の各流域で実施したアカイシサンショウオ探索の概要．調査努力量は人数×時
間 (h）で表したサンショウウオ類は太字（ｱｶｲｼ：アカイシサンショウウオ，ﾋﾀﾞ：ヒダサンショウウオ）．
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表２ 長野市茶臼山動物園に収容された 19 個体のアカイシサンショウウオの各部計測値 
     （2015 年 11 月 22 日に計測）． 
 

採集 
年月日 

採集 
支流 

性別*1 全長*2 
mm 

体重 
g 

頭胴長 
mm 

頭長 
mm

頭幅 
mm

尾高  
mm 

指数*3 

2014. 9.18 池口川 U 67.0 1.2 40.3 11.2 8.1 3.9 4-5 / 4-5 
2014.10.23 池口川 U 49.7 0.7 30.1 8.9 6.8 3.0 4-5 / 4-5 
2015. 4.24 小嵐川 F 117.9 11.4 71.8 17.7 13.5 7.5 4-5 / 4-5 
2015. 4.24 小嵐川 U 109.6 7.4 63.0 16.5 11.6 6.8 4-5 / 4-5 
2015. 4.24 小嵐川 U 119.6 10.6 71.2 17.0 12.3 8.0 4-4 / 4-4 
2015. 6.25 小嵐川 U 41.4 0.4 24.3 8.3 6.0 2.6 4-4 / 4-4 
2015. 6.25 小嵐川 M 126.5 10.6 73.2 18.3 13.8 8.3 4-5 / 4-5 
2015. 6.25 小嵐川 U 91.1 3.8 55.7 15.6 11.0 6.1 4-5 / 4-5 
2015. 6.25 小嵐川 M 126.2 11.0 73.7 19.1 13.0 8.7 4-5 / 4-5 
2015. 6.25 小嵐川 M 129.2 9.2 70.8 17.0 13.0 8.0 4-5 / 4-5 
2015. 6.25 小嵐川 F 126.5 9.4 70.8 17.7 12.1 7.6 4-5 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 M 125.6 8.2 73.3 18.6 12.6 7.5 4-5 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 U 119.8 8.4 68.8 17.2 11.8 7.0 4-4 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 U 113.0 6.4 65.2 17.2 11.6 6.5 4-5 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 M 115.3 7.5 65.3 16.4 10.7 6.6 4-4 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 U 97.3 4.1 57.0 14.8 9.9 5.6 4-5 / 4-5 
2015. 7.28 小嵐川 U 94.2 4.3 55.0 15.0 9.8 6.1 4-5 / 4-5 
2015. 8.28 小嵐川 U 94.3 4.4 54.8 15.5 10.5 6.6 4-5 / 4-5 
2015. 8.28 小嵐川 U 107.9 6.1 63.0 17.1 11.4 6.9 4-5 / 4-5 
*1：F は雌，M は雄，U は性別不明． *2：DNA 採取用に尾部先端を約 3mm カットした 
後の測定値．*3：前肢右-後肢右／前肢左-後肢左 

表２　長野市茶臼山動物園に収容された 19 個体のアカイシサンショウウオの各部計測値（2015 年 11 月 22 日に計測）
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